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高年齢者の労働災害防止対策について
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～転倒・腰痛予防を中心に～
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この時間の内容

【概要】

１．労働災害の発生状況とその影響

２．高年齢者の労働災害防止のための指針
３．転倒・腰痛等の労働災害防止

のための職場環境の改善について

４．転倒・腰痛等の予防のための体力測定や運動指導
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【ねらい】

 近年、高年齢者の労働災害が増加しています。この時間は、高年齢者の

労働災害の特徴や対策を理解することで、自社での取り組みのヒントにしてい

ただくことをねらいとしています。

イラスト出典：いらすとや
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１．労働災害の発生状況とその影響
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第三次産業における労働災害発生件数の推移
（休業4日以上の死傷災害） 

（件）

（年）

出典：労働災害発生状況, 厚生労働省※R4以降は、新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除いたもの
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第三次産業における年代別・事故の型別の労働災害発生状況

【型別】
71,878人
前年比＋962人

(＋1.4％)
交通事故
（道路）
4,610人
（6％）

はさまれ・
巻き込まれ
3,343人
（5％）

その他
2,902人
（18％）

墜落・転落
8,112人
（11％）

切れ・こすれ
3,243人
（5％） 転倒

25,268人
（35％）

動作の反動、
無理な動作
14,401人
（20％）

55％

60歳以上
36％

50～59歳
26％

40~49歳
15％

30~39歳
10％

20~29歳
11％

19歳以下
2％

出典：令和7年 労働災害発生状況, 厚生労働省

死傷災害
【年代別】

休業4日以上の死傷者数【型別】休業4日以上の死傷災害 【年代別】

62％
5

(令和7年)



© 2026 中央労働災害防止協会

● 「転倒による骨折等」、 「墜落・転落」では、特に60歳以上で、加齢に応じ、労働災害発生率(度数率)
が著しく上昇する。

●「動作の反動・無理な動作」と「はさまれ・巻き込まれ」も、加齢に応じ、労働災害発生率が上昇する傾向
がある。

※度数率＝死傷者数÷延べ労働時間数×1,000,000

出典：令和6年 労働災害発生状況について（厚生労働省）

年齢階層別・男女別の労働災害発生率（度数率）（事故の型別の分析）

6

女性の場合、60代以上（平均1.70）は
20代（平均0.09）の約19.5倍

転倒による骨折等
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転倒災害発生の典型的なパターン

ＳＴＯＰ！転倒災害 中災防
7
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１） 腰痛発生曜日

・月曜日最多・・・休日明けの業務日

２） 腰痛発生時間帯

・9:00~10:00最多・・・業務開始後すぐ

３） 発生時動作

・荷：下⇒上（能動）最多・・・下の物を上へ移動

腰痛災害発生の典型的なパターン

職場における腰痛予防対策指針の改訂及びその普及に関する検討会報告書 厚生労働省 H25.3.27

8



© 2026 中央労働災害防止協会

年代別の休業見込み期間の長さ（令和6年）

9データ出典：令和6年 労働者死傷病報告（厚生労働省）
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労働災害により職場がどのような影響を受けるか整理してみよう

【事業者の視点】
‣ 被災者の業務の穴埋めのための人員補充又は配置転換の検討    

（うまくいかないと一部の労働者に負担がかかり過重労働の懸念も）    

‣ 労災手続、労働者死傷病報告（死亡・休業の場合）の作成及び提出    
‣ 原因調査及び再発防止策の検討    
‣ 被災者対応（場合によっては安全配慮義務不履行を問われることも）

【被災者本人の視点】
‣ 身体的苦痛（傷病部位の痛み）    

‣ 精神的苦痛（仕事の心配など）

【同僚労働者の視点】
‣ 人員減による業務集中  → 時間外労働の増加 → 過重労働の懸念

10

イラスト出典：いらすとや
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２．高年齢者の労働災害防止のための指針
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１．安全衛生管理体制の確立等

２．職場環境の改善

３．高年齢者の健康や体力の状況の把握

４．高年齢者の健康や体力の状況に応じた対応

５．安全衛生教育

高年齢者の労働災害防止のための指針

12

適用日：令和8年4月1日

【事業者が講ずべき措置(努力義務)】

高年齢者の労働災害防止のための指針公示第１号（公示 令和8年2月10日）：https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001654297.pdf
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労働者の意見を聴く機会や
労使で話し合う機会

経営トップ
方針表明

組織・担当者
の指定

危険源の特定等のリスクアセスメント及び対策の検討

体 制

予 防 把握・気づき 措 置

身体機能を補う設備・装置の導入
(本質的に安全なもの)

メンタルヘルス対策
(セルフケア・ラインケア等)

健康維持と体調管理

運動習慣、食習慣等の生活習慣の
見直し

体力づくりの自発的な取組の促進

危険箇所、危険作業の
洗い出し

ストレスチェック
①個人、②集団分析

作業前の体調チェック

健康診断

安全で健康に働く
ための体力チェック

身体機能を補う設備・装置の導入
(災害の頻度や重篤度を低減させるもの)

職場環境の改善等のメンタルヘルス対策

高年齢者の特性を考慮した作業管理

健診後の就業上の措置
(労働時間短縮、配置転換、療養のための休業等)

健診後の面接指導、保健指導

体力や健康状況に適合する業務の提供

低体力者への体力維持・向上に向けた指導

安
全
衛
生
教
育

場
の
リ
ス
ク

人
の
リ
ス
ク

具体的取組

事業場における安全衛生管理の基本的体制及び具体的取組

13
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エイジフレンドリー補助金
●エイジフレンドリー補助金
・専門家総合対策コース
第１段階：リスクアセスメント
第２段階：職場環境改善・運動指導等

・熱中症対策コース

・コラボヘルスコース

⇒【申請先】

「エイジフレンドリー補助金事務センター」
((一社)日本労働安全衛生コンサルタント会)
https://www.jashcon-age.or.jp/

14

補助金申請受付期間は、令和８年５月20日から令和８年10月31日まで
（労働安全衛生の専門家を活用したﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄの実施申請は令和８年５月20日から令和８年８月31日まで）

※予算額に達した場合は、受付期間の途中であっても申請受付を終了する場合があります。
出典：エイジフレンドリー補助金リーフレット（厚生労働省）
https://www.jashcon-age.or.jp/common/pdf/age-friendly-subsidy.pdf
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エイジフレンドリー補助金の申請対象

15

次のいずれも満たす中小企業事業者であること
・ １年以上事業を実施していること
・ 役員を除き、自社の労災保険適用の高年齢労働者(60歳以上)が常時１名以上就労していること

出典：エイジフレンドリー補助金リーフレット（厚生労働省）
https://www.jashcon-age.or.jp/common/pdf/age-friendly-subsidy.pdf
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３．転倒・腰痛等の労働災害防止のための
職場環境の改善について



© 2026 中央労働災害防止協会

職場改善ツール「エイジアクション100」

17

【「エイジアクション100」の活用方法】

①事業所単位で

②安全（衛生）管理者（推進者）等が

③安全衛生委員会等で検討を行って 進めていくことを想定。

【「エイジアクション100」とは】

高年齢労働者の安全と健康確保のための100の取組（エイジアクション）
を盛り込んだチェックリストを活用して、職場の課題を洗い出し、改善に向けて
の取組を進めるための「職場改善ツール」

【無料ダウンロードはこちら】
https://www.jisha.or.jp/Portals/0/resources/research/pdf/202103_01.pdf
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優先度

6

7

8

9

10

11

12

13 ヒヤリ・ハット情報を活用して、転倒しやすい箇所の危険マップ等を作成して周知している。

通路の段差を解消できない箇所や滑りやすい箇所が残る場合は、表示等により注意喚起を行っている。

　②　安全な作業靴の着用

作業現場の環境に合った耐滑性があり、つまずきにくい作業靴を着用させている。

　③　歩行時の禁止事項

書類や携帯電話を見ながらの「ながら歩き」、ポケットに手を入れた「ポケットハンド」での歩行や「廊下を走ること」
は禁止している。

　④　危険マップ等の作成・周知

（１）転倒防止

　①　つまずき、踏み外し、滑りの防止措置

通路の十分な幅を確保し、整理・整頓により通路、階段、出入口には物を放置せず、足元の電気配線やケーブル
はまとめている。

床面の水たまり、氷、油、粉類等は放置せず、その都度取り除いている。

階段・通路の移動が安全にできるように十分な明るさ（照度）を確保している。

階段には手すりを設けるほか、通路の段差を解消し、滑りやすい箇所にはすべり止めを設ける等の設備改善を
行っている。

３　高年齢労働者に多発する労働災害の防止のための対策

高年齢労働者の安全と健康確保のためのチェックリスト

番　号 　　　チ　ェ　ッ　ク　項　目　　（　100　の　「エイジアクション」　）
結  果

取組をチェック

〇：できている

×：できていない、

又は不十分

ｰ：対象業務なし

優先度をチェック

×の中から、優先度
が高い項目に✓

「エイジアクション100」の活用（転倒防止）
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整理 (Seiri)

整頓 (Seiton)

清掃 (Seiso)

清潔 (Seiketsu)

躾   (Shitsuke)

要るものと要らないものの区分をして、要らないものを
処分すること。

必要なものを、必要な時に、必要な量だけ、安全に取り出
せるように、物品の置き場・置き方を決めておくこと。

常に掃除をして、職場を清潔に保つ。

衛生的で快適のためにきれいな状態を
維持すること。

決められたことが（４Ｓ）、
いつも正しく守られること。

労働災害防止対策の基本 “５Ｓ活動” とは

19
出典：中災防会員サイト
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５Ｓプラス３定管理で、状態維持！
「見える化」も加えて (表示、区画などで)

・定位
置き場所を決める

・定品
決まったものを置く

・定量
決まった量を置く

イラスト 中災防
不許複製

整頓を推進する “３定管理” とは

「もの」が散乱していない・・転倒防止にも効果大
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足元の電気配線やケーブル類の整理（例）

出典：「見える」安全活動コンクール（SAFEコンソーシアム，厚生労働省）

21

※店舗バックヤードでの改善例
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出典：職場の見える化実践マニュアル（厚生労働省）

・モップは誰もが
分かり、すぐ取り
出せる定位置に
収納を！

・清掃の徹底を
社員教育！

床面の水たまり・油よごれ等の清掃活動（例）

出入口に足ふきマット
の設置も忘れずに！

水濡れ注意表示 

(表示をしてモップ 

等を取りにいく)



© 2026 中央労働災害防止協会

1
1.3

1.7

2

0

0.5

1

1.5

2

2.5

20～30歳 40歳 50歳 60歳

２０～３０歳を１とした場合、同じ視力を得るための明るさの比

高齢化時代の安全（中央労働災害防止協会）

２０～３０歳に比べ６０歳代

では約２倍の光の量が

必要。

また、明るさの変化に目
が慣れるにも時間が
かかる。

高年齢労働者に必要な明るさの比

23
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●作業場だけでなく、通路や階段等も適切な明るさとなっているか？

高齢化時代の安全（中央労働災害防止協会）
24

階段・通路等の明るさ（照度）の確保

・十分な明るさ（照度）
・手すり
・滑り止めや注意喚起表示

【参考】（JIS Z9110 ：推奨照度）

事務所の廊下 等    100ルクス以上
〃  階段  150ルクス以上

     〃  倉庫  200ルクス以上
（常時使用する場合）
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階段での注意喚起とすべり止めの設置（例）

出典：「見える」安全活動コンクール（SAFEコンソーシアム，厚生労働省）
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床段差のスロープ化と
注意喚起表示

段差の解消と注意喚起表示の設置（例）

出典：「見える」安全活動コンクール（SAFEコンソーシアム，厚生労働省）

※台車や車いす等が
通りやすくなり

    業務効率化の効果も！
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【無料ダウンロードはこちら】
https://www.jisha.or.jp/info/field/age-friendly/useful_info.html

注意喚起表示の活用

27

※事故が起こった／
起こりそうな場所に
貼り、危険を見える化!
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曲がり角での衝突防止対策（例）

出典：「見える」安全活動コンクール（SAFEコンソーシアム，厚生労働省）

通路表示の見える化と
注意喚起表示
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出典：転倒予防のために適切な「靴」を選びましょう
（厚生労働省）

【無料ダウンロードはこちら】
https://jsite.mhlw.go.jp/akita-

roudoukyoku/content/contents/002500109.pdf

安全な作業靴の着用

【ポイント】
① 適切なサイズ
② 適度な屈曲性
③ 前後の重量バランス
④ つま先の高さ
⑤ 耐滑性の有無
⑥ その他

29
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歩行時の注意事項の掲示（例）
高年齢化により同時に複数の物事に注意を向ける能力も低下する。
歩行中・作業中に考え事をしていたり、急いでいたり、携帯（スマートフォン等）
操作していたり、書類を見ていたりなどの、 “ながら歩行”をしていると、歩行への
集中力が低下し、転倒のリスクが高まる。

30

×
キケン!

出典：「見える」安全活動コンクール（SAFEコンソーシアム，厚生労働省）

イラスト出典：いらすとや
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職場の危険マップ等の作成と周知（例）

開いた扉にぶつかって
転倒

通路のワゴンに
つまずいて転倒

転倒災害やヒヤリ・ハット情報
を活用して作成・周知を。

31
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取組をチェック

〇：できている

×：できていない、

又は不十分

ｰ：対象業務なし

優先度をチェック

×の中から、優先度
が高い項目に✓

「エイジアクション100」の活用（腰痛予防）

32
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作業スペースの確保は重要

出典：血友病性関節症のメンテナンス体操（日本血液製剤機構）

33

作業スペースが狭いと、
不自然な姿勢（反り・ひね
り・前かがみ・中腰など）
をとって作業しなければ
ならないため、腰痛リスク
につながる。
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ひねり・前かがみ作業を減らす

出典：小売業における労働災害防止のポイント （厚生労働省）

34

（小売業での例）
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ひねり・前かがみ作業を減らす （社会福祉施設での例）

〇 ×〇 ×

〇 ×
体をひねっての介助平行動作での介助

背筋を伸ばした姿勢での介助
 （ベッド面の高さを上げる）

猫背姿勢での介助
（ベッド面の高さが低い）

膝をついて介助 腰を曲げて介助

出典：介護業務で働く人のための腰痛予防のポイントと
エクササイズ（中央労働災害防止協会）
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膝当て(プロテクタ) の使用

出典：腰痛を防ぐ職場の事例集 （厚生労働省，中央労働災害防止協会）
36

地面に膝を付くこと
への抵抗感や、

膝を付いたことでの
痛みを防ぐ。
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姿勢による腰への負担の違い

出典：産業保健スタッフのための新腰痛対策マニュアル（監修：松平浩）

37
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持ち上げる際の望ましい姿勢

38
出典：産業保健スタッフのための新腰痛対策マニュアル（監修：松平浩）
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作業台の高さの調整（例）

出典：腰痛を防ぐ職場の事例集 （厚生労働省，中央労働災害防止協会）

テーブルの足の下にブロックを入れ、
作業するときの肘の曲げ角度が

90度になるようにした。
（前かがみ姿勢の防止）

39
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出典：腰痛を防ぐ職場の事例集 （厚生労働省，中央労働災害防止協会）

他の作業との組み合わせにより
長時間の同一作業姿勢を防ぐ（例）

１時間のレジ打ちごとに
その他のサービス作業を短時間

入れることで、長時間同一姿勢が
続かないようにした。

40
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出典：腰痛を防ぐ職場の事例集 （厚生労働省，中央労働災害防止協会）

次の利用者の入浴介助までの間に、
熱中症対策も兼ねて

小休止を取るようにした。

作業の合間の小休止（例）

※令和7年6月1日より
職場における熱中症対策が事業者   

に義務づけられています。
（労働安全衛生規則の改正）

参考：労働安全衛生規則の一部を改正する省令の施行等について
https://neccyusho.mhlw.go.jp/pdf/2025/r7_ministerial_ordinance_2.pdf
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●男性(18歳以上)・・・・・・・・・・・体重のおおむね40％以下
 例）体重６０㎏だと２４㎏以下

職場における腰痛予防対策指針（厚生労働省）による推奨事項

人力のみによって取り扱える重量の目安

※上記の重量を超える場合は、２人以上で作業する。
その場合、適切な姿勢にて身長差の少ない労働者２人以上で行わせるように努め、
各々の労働者に重量が均一にかかるようにする。

●女性(18歳以上、妊産婦を除く)・・・体重のおおむね24％以下
 例）体重５０㎏だと１２㎏以下

※女性労働基準規則（女性則）による重量制限
・断続作業の場合：30kg以上は禁止
・継続作業の場合：20kg以上は禁止

イラスト出典：いらすとや
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出典：腰痛を防ぐ職場の事例集 （厚生労働省，中央労働災害防止協会）

台車の活用（例）

飲料/液体等の重い物は
小分けにして運搬に台車を利用

軽いが箱が大きく不自然な
姿勢で抱えなければならない
荷物の運搬は台車を利用

※屈まず積み降ろし
  作業ができる高さ

の台車が望ましい
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アシストスーツの活用（例）

腰部の負荷を最大４０％低減 CYBERDYNE㈱社製 HAL®腰タイプ

出典：介護現場で活用されるテクノロジー便覧 （厚生労働省）
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重量物マークの表示（例）

重量物であることを認識でき、
適切な構えで持ち上げること

の意識づけが向上した。

出典：腰痛を防ぐ職場の事例集 （厚生労働省，中央労働災害防止協会）
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持ち上げずに
滑らせて移乗

介助作業にスライディングボード／シートを活用(例)

出典：職場の見える化実践マニュアル（厚生労働省）

46



© 2026 中央労働災害防止協会

運搬作業にスライダーシートを使用（例）

47

持ち上げずに
滑らせて移動

出典：腰痛を防ぐ職場の事例集 （厚生労働省，中央労働災害防止協会）
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４．転倒・腰痛等の予防のための
体力測定や運動指導

48
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49

84

88

89

95

96

97

98
若年時から、更年期以降の骨粗しょう症についての健康教育を行うとともに、極端なダイエットの防止等の食事指
導や運動習慣づくりの支援を行っている。

９　高齢期に健康で安全に働くことができるようにするための若年時からの準備（エイジ・マネジメント）

（１）健康づくりの支援

高齢期になっても元気に働くことができるように、若年時から、運動指導、生活習慣指導（休養・睡眠、食事、節度あ
る飲酒、禁煙等）等の健康教育、口腔衛生等の健康づくりの支援を行っている。

（２）女性特有の健康上の課題（母性健康管理、乳がん・子宮がん、更年期障害、骨粗しょう症等） についての支援

妊娠・出産に伴う体調不良や更年期障害の症状が強い場合には、就業上の配慮や産婦人科の受診勧奨を行って
いる。

乳がんや子宮がんについて、女性労働者に対する健康教育を行うとともに、がん検診の実施、健康保険組合等や
市町村が実施するがん検診の受診勧奨を行っている。

「ベテランだから大丈夫」という先入観は持たないで、十分な時間をかけて、教育・指導を行っている。

７　高年齢労働者に対する安全衛生教育

（２）加齢に伴う身体・精神機能の低下に対応するための安全衛生教育

加齢に伴う身体・精神機能の低下による労働災害発生リスクを低減させるための安全衛生教育を行っている。

（３）教育・指導の実施に当たっての高年齢労働者の特性への配慮

（３）転倒・腰痛等の予防のための体力測定・運動指導

転倒・腰痛等に関連する体力測定やその予防のための筋トレ・ストレッチ体操等の運動指導を行っている。

６　高年齢労働者の健康管理

取組をチェック

〇：できている

×：できていない、

又は不十分

ｰ：対象業務なし

優先度をチェック

×の中から、優先度
が高い項目に✓

優先度

6

7

8

9

10

11

12

13 ヒヤリ・ハット情報を活用して、転倒しやすい箇所の危険マップ等を作成して周知している。

通路の段差を解消できない箇所や滑りやすい箇所が残る場合は、表示等により注意喚起を行っている。

　②　安全な作業靴の着用

作業現場の環境に合った耐滑性があり、つまずきにくい作業靴を着用させている。

　③　歩行時の禁止事項

書類や携帯電話を見ながらの「ながら歩き」、ポケットに手を入れた「ポケットハンド」での歩行や「廊下を走ること」
は禁止している。

　④　危険マップ等の作成・周知

（１）転倒防止

　①　つまずき、踏み外し、滑りの防止措置

通路の十分な幅を確保し、整理・整頓により通路、階段、出入口には物を放置せず、足元の電気配線やケーブル
はまとめている。

床面の水たまり、氷、油、粉類等は放置せず、その都度取り除いている。

階段・通路の移動が安全にできるように十分な明るさ（照度）を確保している。

階段には手すりを設けるほか、通路の段差を解消し、滑りやすい箇所にはすべり止めを設ける等の設備改善を
行っている。

３　高年齢労働者に多発する労働災害の防止のための対策

高年齢労働者の安全と健康確保のためのチェックリスト

番　号 　　　チ　ェ　ッ　ク　項　目　　（　100　の　「エイジアクション」　）
結  果

「エイジアクション100」の活用
（転倒・腰痛等の予防のための体力測定・運動指導）
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高年齢化に伴う身体機能の変化への理解

⚫身体機能の低下を自覚する
20-24歳もしくは最高期を基準（100％）

とした時の55～59歳の水準

視力・・・・・・・ 63％
薄明順応・・・ 36％
聴力・・・・・・・ 44％
伸脚力・・・・・ 63％
瞬発力・・・・・ 71％
運動調節能・ 59％
平衡機能・・・ 48％

50
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～加齢に伴う身体機能の変化への気づきを促す～

中央労働災害防止協会は、平成21年度厚生労働省

委託事業として「高年齢労働者の身体的特性の変化による

災害リスク低減推進の手法検討委員会」を設け

「転倒等災害リスク評価セルフチェック実施マニュアル」を作成した。

このマニュアルに示された「転倒等リスク評価セルフチェック票」は、

多くの職場の転倒災害予防対策に活用され、成果を挙げている。

転倒等災害リスク評価セルフチェック票

【無料ダウンロードはこちら】
転倒等リスク評価セルフチェック票：https://www.mhlw.go.jp/content/001195415.pdf
転倒等災害リスク評価 セルフチェック実施マニュアル：https://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/dl/101006-1a_07.pdf
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意 識 調 査 身 体 機 能 計 測

身体能力の自己意識と直接計測した差でリスクを評価

転びの予防体力チェック  （中災防）
https://www.jisha.or.jp/order2023/korobi/

【見本】転びの予防体力チェックシート：中災防販売図書

【無料視聴可能】
測定・評価方法を
詳しく知りたい方は

こちら
↓

52
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転び
災害
リスク

低

高計測＜意識

計測,意識(小)

項目により逆転

計測＞意識

計測,意識(大)

0

1

2

3

4

5

⑤ 静的バランス
（開眼）

③ 動的バランス

① 歩行能力・筋力

④ 静的バランス
（閉眼）

② 敏捷性

意識調査

身体計測

意識調査
身体機能

身体能力の自己意識と直接計測した差でリスクを評価
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まずは自分の筋肉量を測ってみましょう

計測器は使わずに自分の指を使う簡易型のチェックです。

①両手の親指と人差し指で輪を作ります ②利き足でない方のふくらはぎの一番太い
部分を力を入れずに軽く囲んでみましょう

54

筋力低下のセルフチェック

【指輪っかテストの実施方法】
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サルコペニアの危険度 高い低い

サルコペニア：加齢にともなって起こる骨格筋量の減少と筋機能の低下のこと

囲めない ちょうど囲める 隙間ができる

【指輪っかテストの評価方法】

筋力低下のセルフチェック

55
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【無料ダウンロードはこちら】
動画 ：https://www.mhlw.go.jp/content/000895038.mp4
解説資料：https://jsite.mhlw.go.jp/shiga-roudoukyoku/content/contents/001544654.pdf

転倒・腰痛予防！いきいき健康体操（4分15秒）

56
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１ 手首足首回し
２ 股関節回し

３ 肩甲骨寄せ

４ 肩甲骨回し

５ 手首のストレッチ

６ 転倒予測ステップ

７ 美ポジバランス

８ 踏ん張りランジ
９ 大きくランジ

10 屈伸とハリ胸

ハムストレッチ

11 骨太踵落とし

12 これだけ体操

13 体側ストレッチ

14 じっくり

スロースクワット

15 胸を開いて深呼吸

16 フィナーレ

いきいき健康体操

57
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中小規模事業場安全衛生サポート事業のご案内
（個別支援）

【実施主体】
中央労働災害防止協会

【利用できる事業場】
●業種
製造業、鉱業、農業、
第三次産業（小売業、飲食店、社会福祉施設等）

●規模
労働者数が概ね100人未満の事業場

58

費用無料

https://www.jisha.or.jp/chusho/support.html

（労働者数が300人未満までは対象とできる場合がありますので、詳しくはご相談ください。）
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ここまでの内容について
アンケートへの回答にご協力ください

（回答期限：8月24日23時59分）

https://forms.cloud.microsoft/r/gtmAiRsSNj
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全ての働く人に安全・健康を
～Safe Work, Safe Life～

中央労働災害防止協会 
近畿・大阪安全衛生総合サービスセンター
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